
医師会員向け2025年4月より

認定産業医
認定健康スポーツ医 の各種手続きには

MAMIS の登録完了が必要です

2025年4月7日以降
MAMISで行うこと
①4月1日以降に受講した研修会で取得した単位確認
②有効期間・登録情報の確認
③登録情報の変更
④新規・更新申請手続き

事前準備のお願い（3月29日まで）
マイページの初回ログインと利用者規約への同意が必要です。
初回ログインの際は、メールアドレス、必要情報の入力・修正
を行ってください。
※3月29日までに事前準備が行われなかった場合、以下の

①～④の利用開始まで、約1ヶ月程度お時間をいただきます
※3月30日～4月6日の間、データ移行に伴いMAMISの利用ができません

マイページへのログインはこちら

https://mamis.med.or.jp/login

その他MAMISの手続きに関する問合せは、
問い合わせフォームまたはコールセンター
にて承ります
https://mamis.med.or.jp/contact/
コールセンター：0120-110-030
（平日10：00～18：00）

YouTubeチャンネルの
動画が開きます

マイページのログイン方法

※）

※ 医師会会員情報システム

今後MAMIS利用が必須となります

https://mamis.med.or.jp/login
https://mamis.med.or.jp/contact/


非会員向け2025年4月より

認定産業医
認定健康スポーツ医 の各種手続きには

2025年4月7日以降
MAMISで行うこと
①4月1日以降に受講した研修会で取得した単位確認
②有効期間・登録情報の確認
③登録情報の変更
④新規・更新申請手続き

事前準備のお願い（3月29日まで）
利用者登録を行い、MAMISのマイページを作成し
てください。
※3月29日までに事前準備が行われなかった場合、以下の

①～④の利用開始まで、約1ヶ月程度お時間をいただきます
※3月30日～4月6日の間、データ移行に伴いMAMISの利用ができません

マイページの作成はこちら
（画面下部「利用者登録」より必要情報を入力）

https://mamis.med.or.jp/login

その他MAMISの手続きに関する問合せは、問い合わせフォームまたは
コールセンターにて承ります

https://mamis.med.or.jp/contact/ TEL：0120-110-030（平日10：00～18：00）

MAMIS の登録完了が必要です※）

※ 医師会会員情報システム

今後MAMIS利用が必須となります

https://mamis.med.or.jp/login
https://mamis.med.or.jp/contact/


更新

月 日 曜
基礎

(未認定医)
生涯

(認定医)

6 木 13：30～15：30 － 更新２
生涯更新（１）労働衛生関係法規と関係通達の改正
「令和６年、この一年間の産業保健の動向」

西部労働衛生コンサルタント事務所
代表　矢崎　武　氏

都城市北諸県郡医師会
（都城市姫城町8-23）

－ － 25

6 木 19：00～21：00 後期２ 専門２
基礎後期・生涯専門（３）健康管理
「高次脳機能障害者の治療と仕事の両立支援」

産業医科大学医学部
リハビリテーション医学講座
教授　佐伯　覚　先生

宮崎県医師会館
（宮崎市和知川原1丁目101）

－ － 35

14：30～16：30 後期２ 専門２
基礎後期・生涯専門（３）健康管理
「発達障害（が疑われる）社員に対する産業医としての対応法」

串間市民病院
院長　江藤　敏治　先生

16：30～18：30 後期２ 専門２
基礎後期・生涯専門（３）健康管理
「疲労蓄積度チェックリスト（改訂版）の活用と面接指導」

産業医科大学産業生態科学研究所
産業保健管理学
教授　堀江　正知　先生

13 木 14：00～16：00 － 更新２
生涯更新（１）労働衛生関係法規と関係通達の改正
「令和６年、この一年間の産業保健の動向」

西部労働衛生コンサルタント事務所
代表　矢崎　武　氏

宮崎県医師会館
（宮崎市和知川原1丁目101）

－ － 35

14：30～15：30 実地１ 実地１
基礎実地・生涯実地（１）健康管理
「うつ病答で休職している方の職場復帰支援について（仮）」

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構宮崎支部日南市立中部病院
宮崎障害者職業センター　図師　瑞　氏

15：30～16：30 実地１ 実地１
基礎実地・生涯実地（４）健康保持増進
「現場における腰痛の実地管理（仮）」

三財病院
病院長　松本　英裕　先生

503 8 土
宮崎市郡医師会館

（宮崎市大字有田1173）
－

定員

※現在各研修会で定員を設定しております。先着順で受付しており、定員になり次第、受付を終了いたします。県医師会HPで受付可能状況は、ご確認いただけます。

令和7年2月7日

開催場所 受講料 託児ルーム
の設置※

令和６年度宮崎県医師会産業医研修会日程　【２・３月】

開催日
時　間

単位数
研修テーマ 講　　師

※県医師会主催での研修会では、無料の託児ルームを設置します。 事前予約が必要ですので、ご希望の方は研修会の１０日前までにご連絡ください。

2

－

○  県医70

※テレビ会議
会場を下記よりお選びください

　　　２月８日の研修会はテレビ会議システムにより各医師会館にて放映いたします。　参加会場を下記よりお選びください。
　　　 　【　　県医師会　　・　　都城　　・　　延岡　　・　　日向　　・　　児湯　　・　　西都　　・　　南那珂　・　西諸】

8 土
非会員
2,000円

上記の宮崎県医師会産業医研修会への参加申込・お問合せ等は、

メールでも受け付けていますので、下記アドレスへご連絡ください。

〒８８０－００２３ 宮崎市和知川原１丁目１０１

宮崎県医師会 地域医療課 田﨑

TEL：0985-22-5118 FAX:0985-27-6550
mailto:k-tasaki-staff@miyazaki.med.or.jp



日医発第1127号（健Ⅰ） 
令和６年９月２７日 

都道府県医師会 
産業保健担当理事 殿 
 

日本医師会常任理事 
松 岡 かおり 
（公印省略） 

 
日本医師会認定産業医制度実施に当たっての留意事項－その４７－ 

 
平素より認定産業医制度の充実、推進について種々ご協力をいただき御礼申し上げます。 
これまで有効期限が 2020 年 2 月以降の認定産業医については、更新手続きの特例を設け

ておりました（2021年 3月 11日付け健Ⅰ259「留意事項その38」ご参照）。 
しかしながら、特例措置開始以降、新型コロナが収束に向かう中で研修会開催数や認定産

業医の更新率が平常時に戻りつつあることから、日本医師会認定産業医制度運営委員会で慎
重に議論をした結果、特例措置は2027（令和9）年度末（2028（令和10）年3月末）をもっ
て終了することといたしました（2028年 3月末までに必要な単位を取得していること）。 
特例措置の終了までには一定の猶予を設けておりますが、可能な限り早めに研修を受講い

ただくとともに、単位取得後は速やかに申請手続きを行っていただくよう、ご指導の程お願い
いたします。今後、日本医師会では更新 1 年前はがき等にもコロナ特例の終了について記載
するなどして認定産業医の先生方にご案内する予定ですが、貴会管下の認定産業医にも本件
を周知いただきますよう、お願いいたします。 
また、都道府県医師会および関係団体におかれましては、引き続き研修会の積極的な開催

にご協力いただきますよう、お願いいたします。 
今後とも日本医師会認定産業医制度の円滑な実施について、貴職の特段のご理解とご協力

を賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 
 

記 
 
特例措置による認定医の更新については、有効期限ごとに以下の要件を定める（詳細は別紙
の通り）。 

（１） 最新の認定証の有効期限が2020年 2月～2023年 3月の認定産業医 
→ 特例措置の廃止（2028（令和10）年3月末）までに2回更新していること。 
※2回目の更新に必要な単位は2028年 3月末までに取得し、速やかに申請を行う。2
回分の同時申請は不可。 

（２） 最新の認定証の有効期限が2023年 4月～2028年 3月の認定産業医 
→ 特例措置の廃止（2028（令和10）年3月末）までに1回更新していること。 
※更新に必要な単位は2028年 3月末までに取得し、速やかに申請を行う。 

2028 年 3 月末の時点で、これを満たさなかった場合は、認定産業医の資格が失効となりま
す。 

以上 



1

証

殿

あなたは日本医師会認定産業医
であることを証します

認定有効期間 令和○年○月○日 ～ 令和○年○月○日

日本医師会長 ○○○○

この証は令和○年○月○日 第○○○○○○○号をもって
日本医師会の原簿に登録した

日本医師会事務局長

この証をもって、労働安全衛生規則第14条第2項第1号に規定された
研修を修了したことを証明する

まずは、認定証にある
この日付をご確認ください。

これが有効期限です。

※コロナ特例によって有効期間5年のサイクル
が変わることはありません。



必要な更新回数手元にある最新の認定証の有効期限

2028年3月末までに2回更新※2）2020（令和2）年2月1日～2021（令和3）年3月31日

2028年3月末までに2回更新※2）2021（令和3）年4月1日～2022（令和4）年3月31日

2028年3月末までに2回更新※2）2022（令和4）年4月1日～2023（令和5）年3月31日

2028年3月末までに1回更新2023（令和5）年4月1日～2024（令和6）年3月31日

2028年3月末までに1回更新2024（令和6）年4月1日～2025（令和7）年3月31日

2028年3月末までに1回更新2025（令和7）年4月1日～2026（令和8）年3月31日

2028年3月末までに1回更新2026（令和8）年4月1日～2027（令和9）年3月31日

2028年3月末までに1回更新2027（令和9）年4月1日～2028（令和10）年3月31日

認定証の有効期限通り2028年度に更新2028（令和10）年4月1日～2029（令和11）年3月31日

認定証の有効期限通り2029年度に更新2029（令和11）年4月1日～2030（令和12）年3月31日

特例措置は2027（令和9）年度末（2028（令和10）年3月末）をもって終了※1）。
 最新の認定証の有効期限に対応する必要な更新回数は下記の通り。

コロナ特例の終了 ー認定証の有効期限と必要な更新回数ー

※１）必要な単位取得後、速やかに申請を行う。
※２）まず20単位を取得して更新し、その後改めて20単位を取得して更新をする（2回分の同時申請は不可）。

2



3

参考 2回更新が必要な場合のイメージ

２回目の更新で取得する
認定証の有効期限

１回目の更新で取得する
認定証の有効期限

手元にある最新の認定証の
有効期限

2030（令和12）年2月1日
～2031（令和13）年3月31日

2025（令和7）年2月1日
～2026（令和8）年3月31日

2020（令和2）年2月1日
～2021（令和3）年3月31日

2031（令和13）年4月1日
～2032（令和14）年3月31日

2026（令和8）年4月1日
～2027（令和9）年3月31日

2021（令和3）年4月1日
～2022（令和4）年3月31日

2032（令和14）年4月1日
～2033（令和15）年3月31日

2027（令和9）年4月1日
～2028（令和10）年3月31日

2022（令和4）年4月1日
～2023（令和5）年3月31日

１回目
更新

２回目
更新

１回目
更新

２回目
更新

１回目
更新

２回目
更新

 ２回分まとめての同時申請はできません。

2回目の更新に必要な単位は
2028年3月末までに取得し、

速やかに申請を行う。

コ
ロ
ナ
特
例
終
了
後
は

認
定
証
の
有
効
期
限
通
り
の
更
新

単位取得後、
速やかに申請
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参考 １回更新が必要な場合のイメージ
１回目の更新で取得する

認定証の有効期限
手元にある最新の認定証の

有効期限

2028（令和10）年4月1日
～2029（令和11）年3月31日

2023（令和5）年4月1日
～2024（令和6）年3月31日

2029（令和11）年4月1日
～2030（令和12）年3月31日

2024（令和6）年4月1日
～2025（令和7）年3月31日

2030（令和12）年4月1日
～2031（令和13）年3月31日

2025（令和7）年4月1日
～2026（令和8）年3月31日

2031（令和13）年4月1日
～2032（令和14）年3月31日

2026（令和8）年4月1日
～2027（令和9）年3月31日

2032（令和14）年4月1日
～2033（令和15）年3月31日

2027（令和9）年4月1日
～2028（令和10）年3月31日

１回目
更新

１回目
更新

１回目
更新

１回目
更新

１回目
更新

コ
ロ
ナ
特
例
終
了
後
は

認
定
証
の
有
効
期
限
通
り
の
更
新

更新に必要な単位は
2028年3月末までに取得し、

速やかに申請を行う。

















 

日医発第 835号（健Ⅰ） 

令和 6 年  8 月 6 日 

都道府県医師会長 殿 

 

日 本 医 師 会 長 

                           松 本 吉 郎 

                            （公印省略） 

 

日本医師会認定産業医制度基礎研修会 

産業医科大学産業医学基礎研修会東京集中講座の開催について 

 

 

平素は認定産業医制度推進のために種々ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

平成 29 年 4 月の労働安全衛生規則の一部を改正する省令（事業者の代表者

や事業場においてその事業の実施を総括管理する者を産業医として選任しては

ならない）の施行を受け、産業医の資格取得を希望する医師が増加しているこ

とから、平成 28年度より、新規に認定産業医の資格を取得する方向けに、産業

医科大学と日本医師会が共同で標記の基礎研修会を開催しております。 

本年度は、令和 7年 2月 17日（月）～22日（土）の 6日間、別紙の開催要

綱により開催することになりました。 

本研修会（基礎研修 50単位）を修了した場合は、日本医師会へ申請すること

により、日本医師会認定産業医の認定証が交付されます。 

申込みおよび詳細につきましては、産業医科大学ホームページに掲載してお

ります（https://www.uoeh-u.ac.jp/medical/isikaikensyu.html）。 

つきましては、本研修会について貴会会員等に周知していただきますよう、

ご高配の程宜しくお願い申し上げます。 

 



日本医師会認定産業医制度基礎研修会  
産業医科大学産業医学基礎研修会東京集中講座 

開催要綱 

労働安全衛生規則の一部を改正する省令(事業者の代表者や事業場においてその事業の実施を総

括管理する者を産業医として選任してはならない)の公布(平成29年 4月 1日施行)を受けて、産業医

の資格取得を希望する医師が増加していることから、産業医科大学と日本医師会が共同で下記により

本研修会を開催する。本研修会(基礎研修 50 単位)を修了した場合は、日本医師会へ申請することに

より、日本医師会認定産業医の認定証の交付を受けることができる。 

記 

１ 主 催 日本医師会、産業医科大学 

２ 共 催 産業医学振興財団 

３ 目 的 産業医としての被選任資格を取得するための研修会 

４ 開催期間 令和７年２月 17 日(月)から 22 日(土)までの６日間 

５ 開催場所 つくば国際会議場 

茨城県つくば市竹園 2-20-3 TEL: 029-861-0001 

６ 定 員 320 名 

７ 申込要件 (1)日本の医籍登録をしている者(申込時に医籍登録番号が必要)

(2)全日程参加できる者

８ 申込受付期間  令和６年 10 月３日(木)から 10 月 10 日(木) 

（先着順に 640 名を受け付け次第終了する。640 名の中から産業医活動を１年以内に始め

る者を優先に 320 名の抽選を行う。なお、受講の権利は申込者本人のみ有効で、家族を含

む第三者による代理受講、および第三者への権利譲渡はいかなる場合も認められない。）

９ 受 講 料 160,000 円(税込)【テキスト・資料代、昼食代を含む】 

10 単位申請 基礎研修 50 単位 

(前期研修 14 単位、実地研修 10 単位、後期研修 26 単位) 

11 取得資格 日本医師会認定産業医資格 

(日本医師会への申請により認定書が交付される) 

12 講 師 産業医科大学の教員及び産業医学分野の専門家 

13 そ の 他 産業医科大学の受講証明書を発行する 

(但し、この受講証明書は認定産業医の資格を証明するものではない) 

14 申込み・詳細は、産業医科大学のホームページへ 

https://www.uoeh-u.ac.jp/medical/isikaikensyu.html 

以上



    日本医師会認定産業医制度基礎研修会
産業医科大学産業医学基礎研修会
 東京集中講座 プログラム

後期 実地

研修内容 単位 単位 単位

2月17日(月) 10：10～10：20

講義 10：20～11：20 1

11：20～12：20 1

12：20～13：00

13：00～14：00 1

14：00～15：00 1

15：00～16：00 労働衛生一般
労災防止の観点からみたメンタルヘルス・過重労働
問題への対策

廣　　尚典 労働保険審査会 委員 1

16：00～17：00 健康管理 海外勤務者の健康管理 古賀　才博
医療法人社団TCJ 理事長
トラベルクリニック新横浜 院長

健康管理 1

17：00～18：00 1

18：00～19：00 1

2月18日(火) 09：20～10：20 1

講義・実習 10：20～11：20 1

11：20～12：20 労働衛生一般 産業医活動の実際 加藤  憲忠 富士電機大崎地区健康管理センター所長
産業医活
動の実際 1

12：20～13：00

13：00～15：00 労働衛生一般 職場巡視の実際 宮本　俊明 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所 総括産業医 2

山本  健也
独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所
化学物質情報管理研究センター 化学物質情報管理部長

財津　將嘉 産業医科大学　高年齢労働者産業保健研究センター　教授

姜 英 産業医科大学 健康開発科学 講師

朝長　　諒 産業医科大学 健康開発科学 助教

樋上　光雄 産業医科大学 作業環境計測制御学 助教

友永　泰介 産業医科大学 呼吸病態学 講師

15：00～16：00 健康管理 健康管理の実際（特殊健康診断） 山本  健也
独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所
化学物質情報管理研究センター 化学物質情報管理部長

健康管理 1

16：00～17：00 1

17：00～18：00 1

18：00～19：00 健康保持増進 事業場における労働者の健康の保持増進の実際 大和　　浩 産業医科大学 健康開発科学 教授
健康保持
増進 1

2月19日(水) 09：20～10：20 作業管理 高年齢労働者の労働災害 財津　將嘉 産業医科大学　高年齢労働者産業保健研究センター　教授 1

講義・実習 10：20～19：00 健康管理 メンタルヘルス(事例) 真船　浩介 産業医科大学 産業精神保健学 講師 2

昼食 メンタルヘルス 阿部    亨 産業医科大学　修練医

(12：20～13：00) 作業環境管理 作業環境測定(有機溶剤と粉じん)(騒音) 樋上　光雄 産業医科大学 作業環境計測制御学 助教 2

友永　泰介 産業医科大学 呼吸病態学 講師

渡辺　裕晃 産業医科大学　安全衛生マネジメント学　准教授

山田　晋平 産業医科大学　安全衛生マネジメント学　講師

健康保持増進 ＴＨＰ実習(トータル・ヘルスプロモーション・プラン) 大和　　浩 産業医科大学 健康開発科学 教授 2

姜 英 産業医科大学 健康開発科学 講師

朝長　　諒 産業医科大学 健康開発科学 助教

作業管理 保護具(マスク等) 篠宮　真樹 興研株式会社(保護具インストラクター) 2

渡邉　雅之 株式会社 重松製作所(保護具インストラクター)

林 誠 公益社団法人 日本保安用品協会(保護具インストラクター)

2月20日(木) 09：20～10：20 1

講義 10：20～11：20 1

11：20～12：20 メンタルヘルス 職場のメンタルヘルス概論 江口　　尚 産業医科大学 産業精神保健学 教授
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ
対策 1

12：20～13：00

13：00～14：00 1

14：00～15：00 1

15：00～16：00 労働衛生一般 職場における感染症対策 堀 愛 筑波大学医学医療系 国際社会医学研究室 准教授 1

16：00～17：00 労働衛生一般 労働衛生行政の動向 松岡　輝昌 厚生労働省安全衛生部 労働衛生課長 1

17：00～18：00 労働衛生一般 製造業における職場巡視 北原　佳代 三菱重工業株式会社 人事労政部 健康管理センター 統括産業医 1

16：00～17：00 労働衛生一般 大学の安全衛生 大久保靖司 東京大学 環境安全本部 教授・安全衛生管理部長・産業医 1

2月21日(金) 09：20～10：20 1

講義 10：20～11：20 1

11：20～12：20 労働衛生一般 活動レベルに合わせた健康管理体制の構築 東川　麻子 株式会社ＯＨコンシェルジュ 代表取締役 1

12：20～13：00

13：00～14：00 労働衛生一般 産業医活動の実際 中林　圭一 中林産業医・労働衛生コンサルタント事務所 所長
産業医活
動の実際 1

14：00～15：00 労働衛生一般 産業医と訴訟対策 林　　剛司 株式会社日立製作所 日立健康管理センタ センタ長 1

15：00～16：00 労働衛生一般 職場における健康教育の技法 柴田　喜幸 産業医科大学 産業医実務研修センター 教育教授 1

16：00～17：00 労働衛生一般 産業医を知るべき健診と検診の基本的理論 立道  昌幸 東海大学医学部基盤診療学系衛生学公衆衛生学　教授 1

17：00～18：00 労働衛生一般 産業医活動の課題と展望 浜口　伝博
株式会社ファーストリテイング 統括産業医
有限会社ファームアンドブレイン 取締役

1

18：00～19：00 健康管理
健康経営の効果的な進め方
～小売業の事例から～

小島　玲子 丸井グループ 取締役執行役員CWO ウェルネス推進部長 専属産業医 1

2月22日(土) 09：20～10：20 労働衛生一般 熱中症 川波　祥子 産業医科大学 産業医実務研修センター 教授 1

講義 10：20～11：20 健康管理 職場における救急医療体制 南　浩一郎 財団法人救急振興財団救急救命東京研修所 教授 1

11：20～12：20 メンタルヘルス
職業性ストレスモデルを用いた職場のメンタルヘル
ス対策

江口　　尚 産業医科大学 産業精神保健学 教授 1

12：20～13：00

13：00～14：00 作業環境管理 金属中毒 松岡　雅人 NTT東日本健康管理センタ　産業医 1

14：00～15：00 メンタルヘルス 職場で役立つ認知行動療法 大野　　裕 一般社団法人　認知行動療法研修開発センター　理事長 1

15：00～16：00 労働衛生一般 労働衛生・労働生理のルーツ 上田　陽一 産業医科大学　学長 1

日程 時間 授業科目 講義名 講師
前期

開会の挨拶 日本医師会常任理事 松岡かおり

労働衛生一般 産業医学と産業医 堀江　正知 産業医科大学 副学長 総論

所属・役職

作業管理

＜昼　　食＞

作業環境管理 産業中毒 大前　和幸 慶應義塾大学 名誉教授
有害業務
管理

作業管理 作業管理・作業管理概論 赤津　順一
一般財団法人 日本予防医学協会 理事
附属診療所ウエルビーイング毛利 所長

中央労働災害防止協会 安全衛生マネジメントシステム審査センター所長

加部　　勇

＜昼　　食＞

独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 過労死等防止調
査研究センター 統括研究員

株式会社クボタ 筑波工場 産業医

＜昼　　食＞

作業環境
管理

＜昼　　食＞

＜昼　　食＞

作業環境管理 化学的要因・物理的要因と健康管理

作業環境管理 作業環境管理(1)(2) 宮内　博幸 産業医科大学 作業環境計測制御学 教授

労働衛生一般
労働安全衛生マネジメントシステムとISO45001の概
要

健康管理 疫学データを活用した産業保健活動 溝上　哲也

斉藤　信吾

国立国際医療研究センター 臨床研究センター 疫学・予防研究部 部長

作業管理 医療機関の産業保健活動と産業医の役割 吉川　　徹
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